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実施日  平成 2９年８月 2６日(木) 

場 所  鶴瀬公民館 

時 間  午前 10 時～12 時 

  参加者  ４３名 

 

 

１．初めに 

この講座は従来「行財政入門講座」として長年行ってきましたが、昨年度より「行

政と市民生活」と講座名を変更しました。これは「富士見市（の行政）を知り」その

中での市民生活全般に関わる問題をテーマとして取り上げようというものです。 

今年度も第一回講座として、以下のテーマを取り上げました。 

  富士見市の未来像を市長が語る 

～「市の施策と私たちの生活」～  

～新しい４年間の市の課題と主要政策～ 

講師として星野光弘富士見市長にお願いしました。 

 

 

 
 

 



２．講座のあらまし 
今回は富士見市の前年度講座で取り上げた「後期基本計画」に基づき「平成２９年

度の予算」として確定した項目について講義していただきました。 

 

 

１． 富士見市の現状 

・人口  １１万７００万人 

県内各都市で人口減少傾向の中（特に西武線沿線が多い）富士見市

は微増 

・財政  市税総額 １５１億円  

ららぽーと開業や人口増、鉄道各線の整備等で市税増 

・立地  首都３０km 圏内の地の利を活用、新たな土地活用で成長を更に牽引 

他紙との比較 

      成長力 ： 県内３位、全国６４位。 

住みよさ： ふじみの市１２７位、富士見市４６７位 

２． 第１章 未来を担う子どもを育み、育ちあう人のまち第一章 

３． 第２章 健康で生きいき、相互に支えあう人のまち 

４． 第３章 生涯にわたる学習により、心豊かに輝く人のまち 

５． 第４章 にぎわいと活力をつくる人のまち 

６． 第５章 安全・安心、快適な地域をつくる人のまち 

７． 第６章 市民参加・協働により、豊かな自治をつくるひとのまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 
 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


